








農委だより 5

�����������>�¢
+�´�£�w
æ

������������
>�¢
Ó�è
>�£�w
æ�y�y

�®����
¶�����������ö�����À����	ý�����	�����¯
注目される農業技術・政策の他、くらしや健康を考える記事が満載。さらに、
地域の元気で特色のある話題や地域独自のイベント情報等の提供に努めてい
ます。

●発行日　毎週金曜日　　●購読料　月額 700円（送料、税込み）
●発行所　全国農業会議所

　☆お申込みは、農業委員会事務局（☎ 31-0481）まで。

購読してみませんか ≪ 経営・くらしに役立つ情報満載の農業専門誌 ≫

益田市賃借料情報

※１	� 賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、玄米 30 ｋｇ当り 5,100 円（ＪＡ米単価一般米の
平均価格）で換算しています。

※２	 畑の賃借料には付属する農業用ハウス使用料等が含まれている場合があります。
※３	 算出結果の 100 円未満を四捨五入しています。
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（10a あたり）

（10a あたり）

　令和 5 年 1 月から令和 5 年 12 月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a あたり）は、
以下のとおりです。この賃借料情報は目安であり、契約の際は当事者間で十分協議してください。
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◇　お問い合わせ先　◇
　　JAしまね西いわみ地区本部金融部	　☎ 22-8680
　　益田市農業委員会事務局	 　☎ 31-0481

☆�終身年金です。仮に80歳前に亡くなられた場合でも死亡一時金がご遺族に支払
われます。

☆�保険料はご家族の分も含め全額社会保険料控除の対象になります。

☆保険料の額は自由（月額２万円～６万７千円）に決められます。（※）
　※�令和４年１月１日から 35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は

１万円から（上限６万７千円）でも通常加入できるようになりました。

☆少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型の年金です。

☆�認定農業者など一定の要件を満たす方には月額最大１万円の保険料の国庫
補助があります。

農業者年金は、
次の要件をいずれも満たす農業従事者であれば、どなたでも加入できます。

国が支える老後の安心のために農業者のための

安心して入れるメリットの大きい年金です。

「農 業 者 年 金」 に加入しましょう‼

【農業者年金受給者の皆様へ】
６月は農業者年金現況届の提出月です。

（独）農業者年金基金から通知が届きますので、農業委員会への提出をお願いします。

加入条件は
　①国民年金の第１号保険者  ※国民年金の保険料納付免除者を除く
　②年間 60日以上農業に従事する
　③ 60歳未満の方ならどなたでも加入できます。
　さらに年間 60日以上農業に従事する 60歳以上 65歳未満
　の国民年金の任意加入者も加入できます。
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ますますおいしいレシピ
～益田の農産物を美味しくいただきましょう～
もち麦入りサラダ、そうめんナポリタン、ピーマンのおかか和えを作ってみましょう。

★材料 (4 人分 )
　もち麦……………… 20ｇ
　きゅうり……………１本
　ミニトマト……… 12 個
　（ドレッシングソース）
　　酢………………大さじ 1
　　油………………大さじ 2
　　しょうゆ………小さじ 1
　　砂糖……………小さじ 1
　　塩……………………1 ｇ
　　こしょう……………少々

★材料 (1 人分 )
　そうめん…………… 1 輪
　トマト……………… 1 個
　ニンニク…………… 1 片
　卵…………………… 1 個
　油……………… 大さじ１
　水……………… 1 カップ
　青じそ……………… 2 枚
　（�そうめんの塩分で他の調

味料は要りません。）

★材料 (4 人分 )
　ピーマン…………… ４個
　しょうゆ……… 大さじ 1
　砂糖・酢……… 大さじ１
　ごま油………… 小さじ１
　花かつお…………… 8 ｇ

★作り方
・�鍋にもち麦と水 1 カップを入れて

中火にかけ、沸騰したら弱火で８
分茹でて火を止め８分蒸らす。流
水で洗い水切りをする。
・�きゅうりは薄切りにして塩をふ

り、しばらく置いた後水気を絞る。
・�ミニトマトは半分に切る。
・�全ての材料をドレッシングソース

で和える。

★作り方
・�トマトは 2cm 角切りにする。
・�にんにくはみじん切りにする。
・�フライパンに油を敷き、にんにく

を炒める。
・�トマトを加え炒める。
・�水を加え、そうめんを加え混ぜな

がら水分をからめる。
・�溶き卵を加え、半熟程度で火を止

める。

★作り方
・�ピーマンは種を取り縦 1cm 幅に

切る。
・�熱湯でサッと茹でて、冷水に取る。
・�調味料で和える。
・�花かつおを加える。

「もち麦入りサラダ」

「そうめんナポリタン」

「ピーマンのおかか和え」

＊�もち麦は玄米の４倍の食物繊維が含まれ、便秘の解消に役立ちます。またもちもちぷちぷちした食感が楽しめます。
　きゅうりはほとんどが水分で、利尿作用のあるカリウムを含んでおり、むくみやだるさを解消してくれます。
＊�トマトはビタミンＣ、食物繊維、カリウム、リコピンが豊富です。リコピンは抗酸化作用があり、動脈硬化やが

んの予防効果があります。またうまみ成分のグルタミン酸が多く含まれています。 
＊�ピーマンは抗酸化作用の高いビタミン A、C、E が多く、加熱しても壊れにくいのが特徴です。ピーマンの
　青臭さのもとはピラジンという成分で血液の老廃物を取り除き、動脈硬化の予防に役立ちます。

レシピ監修・大畑美里

＊�もち麦は多めに作り、小分
けにして冷蔵して使って
もよいです。
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～
　
編
　
集
　
後
　
記
　
～

　

春
を
迎
え
、
田
植
え
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し

た
。
今
年
も
暖
冬
傾
向
で
雪
の
量
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
水
不
足
を
心
配
さ
れ
て
い
る
農
家
の

声
を
聞
き
ま
す
。
異
常
気
象
や
物
価
高
騰
で
農

家
の
経
営
は
難
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
地
域
農
業
の
将
来
像
を
描
く
「
地
域
計

画
」
の
た
め
の
話
し
合
い
が
益
田
市
の
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
益
田
市
の
ど
の
地
域
に
お

い
て
も
初
回
の
集
会
を
終
え
、
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
や
問
題
点
が
出
て
き
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
厳
し
い
現
状
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

前
向
き
な
話
が
で
き
る
よ
う
農
業
委
員
会
も
元

気
を
出
し
て
地
域
に
伺
い
ま
す
の
で
、
そ
の
折

は
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
　
訃
　
　
報
　
～

去
る
10
月
22
日
農
業
委
員
の
篠
原
栄
次
様
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

農
業
委
員
と
し
て
約
9
年
間
農
業
委
員
会
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

故
人
の
功
績
を
偲
び
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
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晃
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六
彦
・
澤
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浩
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山
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健
治
・
青
木　

 

伸
爾

		


長
谷
川 

孝
明
・
宮
内　

 

英
之

		


寺
戸 

豊
太
郎
・
渡
邉　

 

豊
孝

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
農
業
者
の
減
少
や
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
に
よ
り
地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地
域
計
画
と
は
農

地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
農
地
の
集
約
化
等
に

向
け
た
取
組
み
を
農
地
所
有
者
や
耕
作
者
及
び
地
域
の

皆
さ
ん
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
10
年
後
の
農
地
利
用
の
姿

を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
益
田
市
に
お
い
て
は
１
回
目
の
話
し
合
い
が
終

わ
り
地
域
の
課
題
等
を
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、
6
月
以
降
に
2
回
目
の

地
区
検
討
会
を
行
な
い
ま
す
。
地
域
ご
と
の
将
来
の
目
指

す
べ
き
姿
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
は
お
知
ら
せ
放
送
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
益
田
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／
産
業
経
済
部
農
林
水
産

課
／
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
／
地
域
計
画
内
に
も
地
域

検
討
会
会
議
日
程
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
2
回
目
の
日
程
は
4
月
下
旬
に
更
新
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

  
地
域
計
画
策
定
検
討
会

　
　
　
　
　
の
開
催
に
つ
い
て

  

農
地
貸
借
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

が
一
部
改
正
さ
れ
、
令
和
７
年
３
月
末
で
出
し
手
・
受
け

手
の
相
対
に
よ
る
利
用
権
設
定
の
仕
組
み
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
令
和
７
年
４
月
か
ら
は

①
し
ま
ね
農
業
振
興
公
社
を
介
し
た
貸
借

②�

農
地
法
第
３
条
の
申
請
に
よ
る
貸
借
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
従
来
の
相
対
契
約
よ
り
も
申
請
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
新
規
設
定
・
再
設
定
に
つ
い
て
も
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①�

し
ま
ね
農
業
振
興
公
社
を
介
し
た
貸
借
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ

　

益
田
市
農
林
水
産
課
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
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②�
農
地
法
第
３
条
の
申
請
に
よ
る
貸
借
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ

　

益
田
市
農
業
委
員
会　
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・
0
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8
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